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東ドイツの中等物理教育

1　はじめlこ

ドイツの中等理科教育の特色は,伝統的に,極めて

科学主義的色彩の強い分科理科にあると言われてきた。

戦後,国家体制の変遷に伴ない,従来の三分肢型の学

校制度を廃止し十年制の総合制学校を建設するなどの

大幅な教育改革を行なった東ドイツにおいても,その

傾向は競い。それゆえ,中等理科教育の特質に見られ

る東西両ドイツの共通性は,一方では伝統的なドイツ

流の教育観を反映していると言えるし,また他方では

国や立場の違いを越えた中等理科教育のあり方を示し

ているとも言えよう。従って,東ドイツの中等理科教

育は,そうした共通性を成り立たせている諸要因を探

る「実験場」を提供しているように思われる。

本研究は,上述のような諸要因を探り,中等理科教

育のあるべき姿を模索することを念頭に置きながら,

まずその第一歩として,東ドイツの第6学年から第10

学年までの物理教育の目標,内容を明らかにする中か

ら,東ドイツの中等物理教育の特色とその問題点につ

いて考察したい。

2　ドイツの中等物理教育の歴史的概観

まず初めに,ドイツーの中等物理教育がどのような経

緯を経て今日に至っているのか概観する。

19位紀後半の自然科学の驚くべき発達,さらには一

般普通教育の進歩に伴なって, 19世紀後半のドイツに

おける科学教育は, 19世紀前半の科学教育に比べてそ

の面目を一新したと言われている。そして,この時朋

に入って科学教育は,ようやく,今日われわれが抱い

ているような理科的内容に至ったとされている。それ

までの人文的学校においては,古典語が専ら授業d)中

心であり,学科の中には物理学,化学等は含まれてい

なかった。即ち,学校において科学教育を教育的に価

値づけること,さらには教材を教育的に選択,排列す

ることなどが十分行なわれていなかった。しかし,そ

れに対して, 19世紀後半のドイ,ツにおける科学教育は,

極めて科学的,組織的なもb)となり,以下に述べるよ

うな人物らによって,ドイツの中等物理教育も今日的

な教授内容の原型を整えるようになった。

そうした意味においても, 19世紀後半の科学教育は

(126)

柴　　　　　　　　　実

今日の科学教育を考慮する際に重要な意味を持ってい

る.一般的に, 19位紀後半の科学教育の特色として,

理科教育の目的に関する研究が教育学的に行なわれた

こと,理科教育の方法に関する研究が科学的に行なわ

れたこと,理科が教科の中で確固たる位置を占めるよ

うになったこと,一般普通教育においても理科実験の
(1)

必要性が認識されたことなどが挙げられている。

こうした歴史的動向の中にあって,ドイツの中等物

理教育の発展に尽くした人物として,ハンブルク市の

ウ-レンホルスト高等実科学校の物理教師であった

Ernst Gnmsehl( 1861-1914),ベルリンのギムナジ

ウムの物理教師であった　Friedlich Poske( 1852 -

1925)らを挙げることができる。彼らの業績は,物

理教育を当時の中等学校において組織化したことであ

った　E.Grimsehlと同じウーレンホルスト高等実科

学校の物理教師であったKarl Hahn( 1882-1963)は,

雑誌「数学・自然科学教育」 ( Der Mathematische

und Naturwissenschaftliche Unterricht )の中で次

のように述べているO 「ほば但紀の変わり目に,例え

ば,ハンブルク,ベルリン,ドレスデン,ミュンヘン

においては進歩的な物理教育に関する立派な教授要目

がつくられた。しかし,私が多くの指導的な人物の中

から2人だけ,即ち, Ernst GrimsehlとFriedlich

Poske　を選び出し,物理教育に関する彼らの功労を

述べるならば,私は次のように述べるだろう。という

のは,彼らは自分たちの不断の活動を通して,当面す

る課題を最も多く解くことに寄与したからであるo

Grimsehl　は,実践家として,理解ある当局の指示を.

得ながら目標への道を示し　Poskeは,理論家とし

て,プロイセン内閣の敢問として,休みなく陶冶理念
(2)

の普及のために運動したO」彼らに代表される中等学

校における物理教育の確立への努力は,1905年Meran

で開催された自然研究者会議における改革案へと引き

継がれていった。

この改革計画の中で,物理教育に関する草案は, F.

Poske　によって作成された。そこには,

1.物理学は,授業の中で数学的な科学としてでは

なく,むしろ自然科学として取り扱われなければ

ならない。



2.教授対象としての物理学は,経験科学の領域の

中で,いかに物理学が一般的に認識を穫得するの

かといった方法に対する範例として役立つように

行'J.*われ・J."りれは4-らない。

3.生徒の物理学的な訓練にとって,独自の観察,

実験において計画的に組織された実習が必要であ

る。
(3)

と述べられている。こうした改革案と相前後して,

1892年には,ギーセンのギムナジウムの物理教師であ

った　K.Noack　による170種類もの実験を載せてあ

る「生徒の物理実験法の入門書」, 1905年には, E.

Grimsehl　による「物理教授の目的と方法」, 1915

年には, F.Poske　による「物理教育の教授学」など

の書物が刊行された。その後,ワイマール共和国時代

の改革教育学運動の中で, Karl Hahnは, 1927年に

「物理教授の方法学」を著わしている。

こうした先覚者らにJ:る努力によって,中等学校に

おける物理教育の陶冶的意義づけ,物理教育の内容の

確立,生徒実験の位置づけ,生徒実験・実習のための

内的.外的条件の整備などが押し進められ,今日的な

ドイツの中等物理教育の原型が整備・拡充されるに至

aサ

5　東ドイツの中等物理教育の位置つけ・

戦後,東ドイツは,国家体制の変遷に伴ない,教育

制度を初めとして多~くの抜本的な教育改革を押し進め

てきた。その結果,ソビエト教育学の彫智のもとに,

教科のあり方,ひいては中等物理教育のあり方にも以

前のものとは異なる他面が見られるようになってきた

のも事実である。それでは, 」体何が,どのような形

で変貌してきたのであろうか。現行の教育課程を中心

として,次に,第6学年から第10学年までの東ドイツ

の物理教育について述べてみたい。

1965年2月25日の「統一的社会主義的教育制度に関

する法律」によれば,東ドイツの学校教育の目的は,

「全国民に高い教育を保証し,意識的に社会生活を形

成し,自然を変革しつつ充実した幸福な人間らしい生

活を生みだすことのできる全面的で,調和的に発達した
(い

社会主義的人格の陶冶と訓育である」と述べられてい

るOさらに,東ドイツの教授学者である　L.Klingberg

は, 「人格発達の統一は,確実で且つ科学的に基礎づ

けられf=応用準備的知識,基礎的能力,社会主義的確
(5)

L言,特性および挙動の統一の中に基礎づけられる」と

述べ,教育の本質的目標は,高度な科学的陶冶と階級

的見地に立つ社会主義的訓育との統一の上に-fTされ

るべきであると主張している。また,当時から現在に

至るまで文部大臣の地位にあるM. Honeckerは1970

年5月2日の第7回教育会議の席上で次のように述べ

ている。 「授業とは,合目的的教授と学習とが計画的

に形成された過程であり,科学の基礎を積極的に教え

込むことであり,社会主義的訓育である。 -・・・それゆ

良,われわれは,繰り返し教育学的過程における教授

の中心的役割を強調し,われわれの青少年の陶冶と訓
o:

青の主要分野として教授を強調する。」

こ'うした陶冶・訓育論は,当然,教科のあり方と本

質的にかかわってくるO以下,中等物理教育の中でめ

ざされるべき陶冶・訓育について,詳しく見てゆきた

am

(1)総合技術的陶冶・訓育

前述の社会主義的人格の全面的・調和的発達と深い

開拓をもって論じられているのが一触( Allgemein -

bildung)である。一般陶冶論lとよれば,中等物

理教育はその教科固有の自然科学的陶冶・訓育をめざ

す一方,総合技術的陶冶・訓育をもめざすように考慮

されている。このことは, 1958年6月の第5回社会主

義統一党大会決議に見られる「総合技術的陶冶は,あ

らゆる学年の教授と訓育を甘く基本的特質であり,檎
(7)

成要素である」という主張や,最近の一般陶冶論を巡

る教育科学のアカデミーの中心的メンバーである

G.Neunerらの主張からも明らかである　G.Neuner

は,その著「社会主義的一般陶冶論に関して」の中で,

「社会主義的一般陶冶の習得領域は,全体として全面

的発達と関連して,教科,原理として考慮されるO

(中略)社会主義的一般陶冶に関するわれわれの原則

上の理解と一致して,教育課程研究の過程において教

秤,または原理として陶冶領域を考察するというこの

やり方は,特に総合技術的陶冶・訓育のために練られ
(8)

た。」と述べている。

総合技術的陶冶・訓育と中等物理教育との関連につ

いて,教育科学アカデミーのメンバーである　Karl

Dietzelは, 「総合技術的陶冶・訓育に関する自然科

学教育の最初で且つ本質的な寄与は,自然科学的プロ

セス,概念,合法則性に関する深い見識と確実な知識
(9)

を媒介することの中に存在する」と述べ,さらにL,良

近の論文の中では,総合技術的陶冶について次のよう

に述べている。即ち,総合技術的陶冶とは,一方では

「全面的に発達する人格の重要な特質の形成の上に向

けられ,自然科学と社会科学の主要法則について確実

で且つ深く能動的な知識の習熟と,社会的生産のシス

テムの中に自分自身を方向づける能力をめざしており,
(10)

労働に対する準備と詑力を発達させる」ことであり,

さらに,他方では「職業準備に対する基礎と基本を創

造し,生徒に現代生産の科学的主要原理を理論的・実

(127)



践的に熟知させ,彼らの中に基礎的一般的能力,労働
(II)

習熟を形成する」ことである。

現在,雑誌「学校における物理学」 (Physik in

der Schule)の編集メンバーで,フンボルト大学の教

授であるKurt Haspasは,その著「物理教授の方法

学」の中で, 「物理教育における総合技術的陶冶は,

まず初め,技術と生産に関する本質的な物理学的基礎

-の導入によって,さらに,科学と技術との間の相互
(12)

関係の理解によって生ずるO」と述べ,彼は,次のよう

に続けている。 「それゆえ,隻徒は,高度な数学的・・

自然科学的基礎陶冶を習得したり,自然科学と技術と

の関係を理解したり,技術的課題を解決する際に数学

的・自然科学的知識を応用することに慣れるべきであ
(13)

る。」

具体的に,総合技術的陶冶に関係する物理学的内容
(H)

として,彼は次のものを挙げている。

(a)エネルギーの変化と伝達。

恥)振動,波動の際の力学的.・電磁気的事象。

(C)国体,液体,気体,或いは物質の力学的・熱学

的・電気的特性。

さらに,彼は,物理学的内容が技術的能力や習熟の
りの

発達を促す前提条件として,次のものを挙げている。

(a)物理学実験の準備(計画し,組織し,構成する

こと),実施,評価。

(b)測定器具の使用および技術的・物理学的単位の

使用をも含めて測定すること(類似の測定方法,

数字を使った測定方法Iと基づいて)0

(c)物理学的,技術的問題を解決する際に数学的方

法を活用すること。

(d)科学的文献を利用すること(便覧,一覧表,そ

の他これに類するもの)0

そして,彼は,総合技術的訓育に関して次のように

述べている。 「生徒は,生産過程への物理学的知識の

浸透に関して,教授の歴史的な強まり-特に,機械

化,電化,自動化との関係において-によって,現

代の技術が物理学的認識全体を利用すること,さらに

物理学と技術が互いにますます制約し合っていること

を知る。生徒は,労働生産力の上昇に対して科学的知

識,創造的思考,および労働の意義を認識し,自分自

身の中に学習と労働に対する意識的な態度を形成する

ことによって,物理教育の中でも技術,経済,おj:ぴ
sra

政治との調和を意識すべきである.」

(2)イデオロギー的陶」・訓育

社会主義学校の最も重要な訓育的課題は,社会主義

的意識の発達,労働者階級の階級的立場に対する生徒

の訓育であるO前述のG.Neunerは, 「イデオロギ

(128)

一的陶冶・訓育のもとで,世界観的,哲学的,政治的,
SH

道徳的訓育の統一が理解される」と述べている。

また,前述の　K.Haspasは,イデオロギー的陶冶

・訓育に関して, 「物理教育におけるイデオロギー的

陶冶・訓育は-物理学の対象によって制限されなが

ら-哲学的,位界観的確信の発達を広くめざしてい

る。物理教育の特殊な対象の上に,壁徒は,自然や自

然に対する社会との関係について哲学的見識を培うo

ここで言う対象とは,特に物質の構造や運動に関する

合法則性,現象であり,物理学における認識発見,認

識確保の方法と取り扱いであり,生産や他の科学的分
:ォn□

野における物理学的認識の意義である」と述べ,さら
MH.

に,その具体的な見識として次のものを挙げているO

(a)但界はその存在を物質に負うていること。

(b)自然法則は客観的な特質を有することO

(C)人間は自然を認識し,変えることができること。

(d)自然科学的認識は合目的的特質を持っているこ

と。

次に,イデオロギー的陶冶・訓育と深い関連を持つ

世界観的陶冶・訓育について少し触れておこう。

人格の特徴としての世界観は,自然や社会に関する

概念,知識,見識が反映されている世界像から構成さ

れる。それゆえ,世界観に関して言えは,そこには行

為や一定の能力において,見識,挙動,おJ:び習慣が

存在する。従って,学校での世界観的陶冶・訓育にお

いては,これらの構成要素が授業の目標に相応した方

法で示されるわけである。この点に関して,前述のK.

Haspas　は,世界観的陶冶・訓育が生徒の知力を著し

く必要とし,知的(精神的)陶冶・訓育との密接な関

連の中に存在することを認めながら,次のように述べ

ている。つまり, 「個々の学年段階で得ようと努めら

れるべき要求水準は,生徒の抽象能力レベルに適合さ

れなければならない,即ち,挙げられた見識をめざす

概念や言い回しが,その単純化において-その際に,

非科学的になることなしに-事情によっては,生徒

にとって理解しやすく単純化して表現されなければな
(20)

らない。」と述べ,そして, 「生徒は,物理教育の専門

特殊的内容との関係におけるj:りも,むしろ物理教育

全体における概念,認識,見識の正確な体系を,そし

て遂には世界の本質についての確信を自分自身習得す
(21)

べきである」と主張している。

(5)知的(精神的)陶冶・訓育

知的能力発達論に関する研究は,ソビエト心理学,

教育学の影響を大きく受けており,東ドイツにおいて

は,教育科学アカデミーのJ.Lompscher　らを中心

とする研究がある。



前述のK.Haspasは, J. Lpmpscherのことばを弓用

しながら,. 「物理教育において知的陶冶・訓育に対す

る決定的な寄与と基礎は,生徒の確実な専門的知識お

よび能力である。それゆえ,知識および能力の習得の

過程は,生徒の精神的発達が生徒の中に実現されたり,

生徒の知的能力が系統的に促進されるJ:うに計画,
(22)

維持されなければならないU」と述べている。また,カ

ール・マルクス大学の教育学研究所の　H.Faust,同

じく　H.Wenge　らは,この点について, 「知識習得,

精神的発達および訓育との統一は,授業の中で生徒に
(23)

よって実行される活動の中に実現される」とも述べて

いる。

きて,前述のK.Haspasは,自然科学教育におい

て発達する思考形態には,組織的思考,分析的・総合

的思考などがあると述べている。彼によれば,組織的

思考とは,多様な自然現象の中に因果関係を兄い出し

たり,グルーピングすることによって秩序を認識する

ことであり,一方,分析的・総合的思考とは,新しい

現象を客観的に研究したり,それを既知のものと関係

づける能力の発達の中に示されることである。そこで,

物理教育が生徒の論理的,弁証法的思考の発達と密接

に結びついているために,彼は,物理教育において次

のような精神的な操作が取り扱われることを主張して
(24)

いる。

(a)観察を通して物理学的現象および事象を比較す

ること(共通性と相違性を確証すること)0

(b)現象の特徴を分類し,それらの間の関係を発見

すること。

(C)本質的なものを抽象化すること。

(d)共通の特徴を持った対象やプロセスを総括する

ことによって,一般化したり,分類すること,さ

らに概念を使ってそれらを表示すること。

(e)帰納的,演辞的に推論すること。

(∫)新しい具体的な事柄に一般的な言い回しを応用

することによって具体化すること。

また,彼は,言語と思考との不可分な関係において,

知的(精神的)陶冶にとって口頭による表現,或いは

文字にj:る表現が重要であることを認識し,物理教育

の中で実験したり,文献研究したり,記録を作成する

際には,次のようなことに熟達することが重要である
(25)

と述べている。つまり,

(a)記述したり,叙述したり,報告したり,記録し

たり,講演すること。

(b)概念化したり,記号化したり,スケッチしたり,

図式的に表示すること。

(4)物理教育の目標

(129)

現在,教育科学アカデミーのメンバーであるH.

Frankiewitz,・同じく　E.Rossaらによれば,中等教

育段階の物理教育に謀せられた全体的目標は,次のよ
(26

うにまとめられる。即ち,

①　物理学的認識や方法に関する確実な知識の基礎

の上に,自然や技術における現象・事象を観察し

たり,分析したり,仮説を立てたり,実験を計画

したり,実行したり,物理量を測定したり,数学

的方法の補助でもって測定値を評価する諸能力を

養うこと。

②　科学的,技術的な問題・課題を自主的に解決す

る能力を培うこと。

③　物質,エネルギー,物理的な場,エネルギー保

存則などの概念や法則を導入することによって,

自然法則の客観的な特質,物質の特質,およびこの

位の中の普遍的な因果関係を明らかにすること。

④　社会的生産力の増大に対する物理学的発見の意

義,および物理学的認識を社会-通用することに

よって,物理学がもっぱら人類の福祉のた桝こ利

用され得るという確信を生徒に得させること。

⑤　社会主義的労働の役割の進歩について教授する

と同時に,それぞれの労助に対しそ生徒が敬意を

払うように訓育し,技術的な職業に対する興味を

生徒に喚起すること。

4　東ドイツの中等物理教育の内容-

(1)内容の構成

前述の全体的目標に基づき,第6学年から第10学年

までの物理教育の内容は,次のように構成されている。
(27)

以下,括弧の中の数字は授業時間数を示している。

第6学年の内容構成

(a)物理教育への導入(2)

(b)物体と物質(60)-物体の物理的性質・集合状

態(4),物体の体積(4),固体の運動(6),力とその物

体への作用(4),物体の質量(4),物体の密度(5),粒

子から成る物質の構成・物体の形と体積の変化(5),

加熱と冷却の際の物体の体積変化(6),物体の温度

(4),加熱による物体の状態変化(8),物質内部での

熱の伝導(5),原子の構成と電荷(5)

(C)物理学の対象と研究の仕方(3)

(d)幾何光学(25)一一一光源と光の伝播(5),光の反射

(7),光の屈折(8),光学器械(5)

第7学年の内容構成

(a)力と図によるその表示(5)

O))力学における仕事,エネルギ-,仕事率(31)

-力学的仕事(8),簡単に力を変換する装屈引こお

ける仕事の,力学的エネルギー(6),仕事率(4),複



習と応用(3)

(C)液体と気体の力学(24)　閉じ込められた液体

や気体の中での圧力(7),重力圧とその作用(10),

流動する液体や気体の中での圧力の関係(4),復習

と応用(3).

第8学年の内容構成

(a)熱学(25)　熱エネルギー0),理想気体の平衡

状態(6),エネルギー変化(8),復習,まとめ,応用

(2)

(b)電気(35)-電荷,電流,電圧(10),電気的エ

ネルギー,電気による仕事・仕事率(5),電気抵抗

およびオームの法則(8),直列回路と並列回路(9).

復習,.まとめ,応用(3)

第9学年の内容構成

(a)力学(38)一　運動学の基礎(13),動力学の基礎

(9),エネルギー(4),円運動(5),重力(4),復習,ま

とめ,および応用による強化づけ(3)

(b)電気(42)一　電場(7),磁場(8),電磁誘導(8),電

気伝導に関する事象(16) 〔一般的モデル(7)および

応用(9)〕,復習,まとめ,および応用による強化

-づW3

(C)実習(10)

第10学年の内容構成

(a)核物理学(13)一　原子構造と原子モデル(2),原

子核(10) 〔安定した原子核(2),不安定な原子核:(8),

原子核変化,核分裂,核融合(2),放射線の利用,

放射線の保護,市民の擁護(3)〕 ,原子物理学の発

展(1)

(b)振動(3D一　力学的振動(8),電磁気的振動(21)

〔交流(13),振動頂城(3)〕,復習,まとめ,およ

び応用による強化づけ(2)

(C)波動(27)-力学的波動(7),電磁波(18) 〔光波

(9),ヘルツ波(7),レントゲン緑(2)〕,復習,まと

め・および応用に.よる強化づけ(2)

(d)全体の復習とまとめ(16)　振動と波動(実験

を伴な,5教師の講義)(1),エネルギー保存則(実

験を伴なう教師の講義Ml).拡大した教材領域の

復習(4),実習(10)

以上が,現行の教育課程に75されている第6学年か

ら第10学年までの物理教育の内容である。また,第9,

第10学年でそれぞれ10時間授業時間数が割り当てられ

ている実習では,個々の生徒が,下記の各グ)[/-プの

中からどれか1つの実験を行なわなければならないこ
(28

とになっている。実習の内容は,次の通りである。

第9学年の実習内容

(a)第1グループ

(彰　等加速度直線運動の法則を確認すること。

(130)

(9　ニュートンの基本法則を確認すること。

③　向心力が運動している物体の質塁や速度に依

存することを研究すること。

(b)第2グループ

①　力を2つの成分に分解すること。

cf>　金mw導体の昭<sffi抗が氾哩にW7-するこ

とを研究すること。

③　電気部品の種類を規定すること(絶緑体,氏

抗,コンデンサー)0

(C)第3グループ

①　直流を切った際に,電圧を測定することによ

って直流回路の中の自己誘導を実証すること。

①　負荷をかけた際の電源の電圧降下。

③　電圧や電流の測定器具を使って測定範岡を拡

大するように接続すること。

(d)第4グループ

①　温度を電気的に測定するための装置の組み立

て(液体温度計との比較によって度盛りを決め

る)0

②　電気モーターの電流の受容が負荷に依存する

ことを研究すること。

@　角度を電気的に測定するための装置の組み立

て(分度器の値と比較することにj:って度盛り

を決める)O

第10学年の実習内容

(a)第1グループ:簡単な系の効率の決定

①　簡単な力学的力伝達系の効率(例えば,ロー

ラー;滑車;歯車)0

(塾　ポテンショメーターや直列抵抗の回路でのエ

ネルギー変換器の効率。

(卦　二次電流による負荷をかけられた変圧器の効

So

(b)第2グループ:合成された系の効率の決定

①　二次電流による変流器系,整流器系の効率。

②　投げ込み電熱器の効率。

③　電磁巻き上げ機(例えば,クレーン・モデル),

電気による水の運撤装置の効率O

(C)第3グループ1.物理量の決定

①　蝉振り子を用いた重力加速度の決定。

②　50Hz　の交流を用いたコンデンサーの容最の

決定(方程式Xc-^, Xc-吉は実習指導
の中で生徒に与えられねばならない)0

③　交流回路での力率の決定。

(d)第4グループ:共鳴曲線の作成。

(》　連結された振り子の共鳴。

(夢　振動回路と50Hzの交流との共鳴。

③　発電機の交流による閉じられた振動回路の共



鳴。

(2)内容の関連

まず,第6学年において,壁徒は,今まで獲得して

きた知識,能力,経験の上に,力学,熱学,原子物理

学,静電気,幾何光学に関する部分的な知識を拡大す

る。それによって,物理学の全領域にわたり,外見上

ばらばらな物理学的現象・事象の中にも合法則性が存

在していることを生徒は明確にする。また,物体の体

積変化,状態変化,熟の伝導の取り扱いの際に,物理

学的認識が毎日の生活において如何なる意義を持って

いるのか,生徒に示される。そして,第6学年の教授

計画は,認識獲得の過程における基礎的知識や,モデ

ルの使用および数学的取り扱いに関する基礎的能力を

生徒に発達させることを要求している。

次に,第7学年において,壁徒は,力学的エネルギ

ー保存則を熟知することになる。この法則は,力学的

現象を理解するための原則であり,これを授業の中で

.正確に取り扱うことは,後の学年で一般的エネルギー

保存則に関して,生徒の知識を深めたり, r拡大するた

めの前提条件となる。また,エネルギー保存則の例に

おいて,壁徒は,決まった条件のもとで絶えず変わら

ない量が事象の中に存在している,と.いう事実を同時

に初めて知るのである。物理的変化の過程において,

「変化するもの」と「相対的に不変であるもの」との

間に存在する弁証法的矛盾に的する,この基礎的な考

察は,世界観の訓育にとって本質的な重要性を持つも

のである。

さらに,第8学年において,物質の構造に関する考

察とエネルギーに関する考察との統合が始まる。それ

は,生徒が熱学や電気に関する知識を獲得する際に生

ずるものであり,例えば, 「温度」, 「内部エネルギ

ー」, 「抵抗」というような概念を学習する場合や,

状態変化および導体中を流れる電流による熱の取り扱

いの場合などに行なわれる。そのために,第6学年の

「物質は粒子から構成されている」という概念や,第

7学年のエネルギー保存則が,第8学年において再び

撮り上げられるO　また,エネルギー,エネルギー保存

刺,仕事,場に関する生徒の知識は,分子運動論に基

づく熱理論,電気に関する基本的な法則とともに,第

8学年やそれ以後の学年の化学教育,生物教育,並び

に総合技術教育のための前提条件となっている。

第9,第10学年における物理教育の中心は,物体と

場との相互関係に移される.さらに,原子の構造,エ

ネルギー,場に関する諸考察を結合することが,例え

は,力学的・電磁気的振動,波動を学習する場合に生

じてくる。つまり,第9,第10学年の教授計画は,そ

れまでの学年においてつくられた「物質は原子から構

成されている」という概念や,エネルギー,場に関す

る考察などが,今や一つの統一的・理論的な原理に結

合されるように計画されているわけである。

5　おわりに

東ドイツにおける中等物理教育は,これまで教育学,

一般教授学,一般陶冶論などと深い関連をもって論じ

られてきている。それは,一連の教育改革の中で押し

進められてきた一般教授学的課題である「陶冶と訓育

との統一」が各教科教授のレベルにおいて実践されて

いるからである。それゆえ,そうした一般教授学的傾

向が,中等物理教育においても,その中心的課題を叡

科内容それ自体の吟味というよりもむしろ教授・学習

過程の問題へと向けさせているように思われる。しか

し,それは,中等物理教育の内容が全く考慮されてい

ないということではない。即ち,中等物理教育の内容

が,依然として科学主義の強い系統的内容であるとい

う点においてはあまり変化が見られないのであって,

全く変化がないということではない.

1959年の学校法により, 10年間を義務教育年限とす

る社会主義的総合制学校が建設されて以来,学校教育

に注がれてきた多くの努力は総合技術教育に関するも

のであった。これ以後,総合技術教育を中心に,教育

課程編成の問題が東ドイツの教育の最大関心事となり

始めた。こうした憤向が組合技術的教科を蹴・強化し,坐

産授業日( Unterrichtstag in der Producktion )

などの特殊な授業を産み出してきT:。当然,自

然科学教育にも総合技術教育との関連性が強く求め

られてきた。特に,物理学が全ての自然科学の基礎で

あり,本来的に技術と結びつきが強いものであるから

尚さらでblる　K.Haspasの論を中心として,既に

述べてきたように,内容的にも,方法的にもその関連

性が図られている。

しかし,それは,科学と技術との本釆的な緊密な関

係を基盤とし,漸進的に変化してきたように思われる。

従って,内容面において技術との関連を積極的に取り

入れる反面,依然として体系立った系統性を維持して

いるところに,東ドイツの中等物理教育の特色を兄い

出すことができる。

広く見れば,こうした漸進的ではあるが着実な姿勢

は,中等物理教育に限らず,他の教科においても見ら

れるし,それは東ドイツの教育全般に共通する傾向性

であるとも言えよう。また狭く見れば,中等物理教育

においては,教授の科学性・系統性の理念が色頂く打

ち出されていると言えよう。

さらに,東ドイツの中等物理教育を特色づけるもの
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として,科学的な世界観の形成に関する問題が挙げら

れる。この点に関しては,他の自然科学的教科,特に

第10学年の天文学教育との関連が充分把握されなけれ

ばならない。

1967年改訂の現行の教育課程も,既に10年が経過し

ようとしており,その間一応の所期の教育的成果は達

成されつつあると見るべきであろう。しかし,総合技

術教育の今後の動向や,世界観形成などを巡る諸問題

に伴なって,中等物理教育が今後どのように改革され

てゆくのか注目に価する所である。
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